
  ― 8 月 6 日の事実と
　 意味を問い続けるー

　8月 1日から一週間、朝日デジタルに
　右のイラストを小窓にして掲載。

デザイン　　（グラフィックデザイナー  石岡真由海）　
　命の存在を許さない暴力を、生きながらにして焼かれる
地獄を、自分と自分に続くものたちの放射能被害という苦
難を、原爆被害を示す数字は明確に伝える。被爆の記録・
記憶は原爆の破壊力に焦がれる核武装論者の前に 77 年間
立ちはだかり、人々の想像力という途方も無く大きな力を
支え、非戦の願いを掻き立て、平和の道を切り開いてきた。
うわべでは改憲が喧伝されるがその実、77 年間放置し続
け腐りきった戦争責任を、日本国憲法の３本柱で開き癒し
ていく作業が始まったのではないだろうかと思う昨今、み
なさんとともに、さらに進めたい。

メッセージ…　今年も 400 を超えるメッセ―が寄せ
られました。9条改憲や軍拡だけではなく、人権・差別、
農業・環境問題など様々な課題があります。紙面下に
も書きましたように、多岐にわたるメッセージは根底
でつながりあい、問題解決には、憲法 3 原則（基本的
人権尊重、主権在民、平和主義）の力は欠かせないこ
とです。この 8.6 意見広告をご覧頂き、声を上げるこ
との大切さを受け取って頂ければ幸いです。

会計     （西浦 紘子）
　今年度も権力とコロナに負けじと新聞意見広告に取
り組みました。一昨年も昨年もコロナの影響で賛同者
は激減するだろうなと懸念したにもかかわらず多くの
方々が賛同してくださいました。そして今年、勢いに
乗って私たちは、参院選の結果から案じられる改憲の
動きを阻止すべく注力致しました。紙面も朝日新聞カ
ラーでいけると判断しましたが 7 月になって何故か賛
同の勢いは伸びませんでした。結局収支が釣り合いま
せんでした。カラーにするには力が足りなかったのか
もしれません。しかし諦めないで、今後も力を合わせ
ていければと願っています。
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名簿整理・校正…　毎年掲載するにあたり、お名前の
字や読み、掲載可・不可、住所など名簿整理を行います。
今年も個票とリストと、会報送付用の名簿と照らし合わ
せ、世話人＋心強い助っ人10人と2日かけてチェックし、
紙面に載せた後にも何度も校正しました。それでもどう
してもお名前を掲載してなかったり、字が違っていたり
して、本当に申し訳なく、お詫び申し上げます。
▼事務局のミスで掲載できなかった団体・個人（敬称略）
　新社会党因島支部   時本千恵美   柏原秀清   山内隆綱
　益田美都子　松原多恵子　則藤了 村井信悟 　
　村上美紀子・村上史江　臼井秀之　

▼名前掲載に間に合わなかった方々（8 月 t6 日現在）　
高垣妙子　江川紘史・江川智子　前山賢　中野三栄子
湯浅正恵　山崎幸子　松本信子　中村悦造 　伊藤和美
佐田絹子　千葉利江  堺武男  上田屋修司　掲載不可　6人

ストップ憲法改悪！ 8.6 新聞意見広告2022　今年も 掲載 することができました！
                              

　今年は改憲の危機感から少々無理をし、朝日は広告社
の後押しもありカラーが実現出来ました。ストップ憲法
改悪の声をもっと拡げたいと思ったからです。これから
も人権・命を大切にする社会を願い、憲法改悪を許さず、
戦争する国にするなと、ご協力ご賛同くださった方々、
意見広告を見て共感してくださる皆さんに感謝し、声を
あげ続けようと思います。　　（名前明記以外、文責：藤井）

核兵器廃絶　いのちを守る　だからこそ 9条　　

    第九条の会ヒロシマは、30 回目の 8.6 新聞意見広
告 2022 を掲載することが出来ました。昨年を上回る
4,520 の個人・団体（7.28 現在、匿名含）のご賛同を
頂き、皆さまのご支援、呼びかけなどのご協力に、
世話人一同、心より感謝申し上げます。

　今年は参院選後、改憲の危機感も強く朝日新聞朝
刊全国全 15 段をカラーにしました。中国新聞は残念
ながら全エリア全 15 段ですがモノクロとしました。
皆さまにはカラー版のポスターを同封致しました。
ご感想やご意見などをお寄せ頂ければ幸いです。

ご参加、ご協力を、ありがとうございました！ 　

恒久平和をを求め、

核兵器禁止条約を批准し、

国境を越えて

憲法九条を拡げよう！

 朝日はカラーで！


